


3 月

※２月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

□所小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　□℡093（562）2655　□時公演によって異なります北九州芸術劇場 「西小倉駅」徒歩3分　 「室町・リバーウォーク」徒歩1分　□休年末年始
小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

北九州市立守恒中学校吹奏楽部　第18回スプリングコンサート 14㈯ 18:00 無　料 北九州市立守恒中学校
093(961)6051

北九州市民劇場　3月例会　前進座　夢千代日記

15㈰ 14:30

会　費 北九州市民劇場
093(541)0075

16㈪ 18:30
17㈫ 13:30
18㈬ 13:30
19㈭ 12:00 ※市民劇場会員でない方はお問合せ下さい

北九州市立霧丘中学校吹奏楽部　第27回定期演奏会 21㈯㈷ 18:00 無　料 北九州市立霧丘中学校
093(931)6558

北九州市立思永中学校　第17回スプリングコンサート 22㈰ 15:00 無　料 北九州市立思永中学校吹奏楽顧問
093(561)0535

北九州市立志徳中学校吹奏楽部　第14回定期演奏会～スマイルコンサート～ 25㈬ 18:00 無　料 北九州市立志徳中学校
093(962)2481

第17回　北九州市立沼中学校吹奏楽部　定期演奏会 26㈭ 18:00 無　料 北九州市立沼中学校
093(472)0784

北九州市ジュニアオーケストラ
第18回　チャリティースプリングコンサート 29㈰ 15:00

開場14:15

無　料
北九州市ジュニアオーケストラ事務局

093(583)5282※要整理券
※小さなお子様も座席使用の場合
　整理券が必要（膝上鑑賞は不要）

第15回　緑丘中学校吹奏楽部　定期演奏会 31㈫ 17:30 無　料 北九州市立緑丘中学校
093(381)4838

中
劇
場

北九州子ども劇場　低高合同例会「空の村号」（劇団仲間） 1㈰
15:00 会　費

北九州子ども劇場
093(884)3834※対象：小学生以上

※子ども劇場会員でない方は
　お問合せください

18:30

小倉南ロータリークラブ　45周年チャリティーコンサート 5㈭ 18:30 一般 ￥2000 小倉南ロータリークラブ
093(531)1758※当日￥500増

Boogie Woogie Vol.10 7㈯ 17:30 ￥2500 ダンススクールNuts
093(571)6652※当日￥500増

小松亮太　スペシャルトリオ　　　　　　　　　　　　 障 15㈰ 15:00

S席 ￥5400
A席 ￥4000
B席 ￥3000

北九州労音
093(571)0227

※対象：小学生以上
※障害者手帳割引 各￥500引き

北九州芸術劇場×パリ市立劇場×エスプラネイド－シアターズ・オン・ザ・ベイ×山海塾　共同プロデュース
山海塾「新作」 世界初演
世界で活躍を続ける舞踏カンパニー山海塾の世界初演を北九州で上演

28㈯ 18:00 　　　 　一般 ￥4500
　　 　ユース ￥2500
高校生〔的〕チケット ￥1500

北九州芸術劇場
093(562)265529㈰ 14:00

※対象：小学生以上

小
劇
場

MONO 第42回公演 「ぶた草の庭」
どうにもならない悲劇的な状況で、この上なく喜劇的に展開する渾身の一作

7㈯ 14:00 　　　 　一般 ￥3500
　　　 　学生 ￥3000
高校生〔的〕チケット ￥1000

北九州芸術劇場
093(562)2655

18:00

8㈰ 14:00 ※対象：小学生以上
※当日￥300増

永野栄子Piano School ピアノ発表会 14㈯ 12:00 無　料 永野栄子ピアノスクール
090(9657)8833

北九州芸術工業地帯2015 関連企画
「劇トツ×20分」
九州各地の劇団が短編作品を上演し勝敗を競う企画が今年も登場！

22㈰ 13:00 ￥1500 北九州芸術劇場
093(562)2655※対象：小学生以上

レディスやはた 朗読の会　朗読発表会 24㈫ 14:00 無　料 レディスやはた　朗読の会
093(652)0640

朝日カルチャーセンター北九州　クラシック音楽に親しむ　第15回発表会 25㈬ 14:00 無　料 クラシック音楽に親しむ講座
093(661)1468【栗原】

ハーモニーコンサート2015 29㈰ 14:00 一般 ￥100
㈱ヤマハミュージックリテイリング

小倉店GALLOP
093(531)4344【宮川】

創
造
工
房

北九州芸術工業地帯2015
北九州芸術劇場×東筑紫学園高校演劇類型　連携公演「Q学」
現役高校生と劇作家・演出家の田上豊が贈る、青春演劇作品！

15㈰
14:30 無　料 北九州芸術劇場

093(562)265517:00 ※対象：小学生以上
※要事前申込

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

第41回柳史俳画展　絵画 4㈬～10㈫
10:00～18:00

無　料 北九州柳史会
093(561)1500

真多呂人形　作品展　その他（人形） 11㈬～17㈫
最終日は15:00まで 無　料 安井真葵乃教室（まき乃会）

093(473)5897

第5回　写道　北九州展　写真 18㈬～24㈫ 無　料 写道
090(3373)6603

水陽会　第6回水彩展　絵画 25㈬～31㈫ 無　料 水陽会
093(962)2826

北九州芸術劇場

市民ギャラリー
□所小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　□℡093（562）2520
□時10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
「小倉駅」徒歩10分　 「西小倉駅」徒歩3分　□休年末年始

小倉
北

15 かるかる  2015.March



3 月

※２月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 1㈰ 11:00 無　料 関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ）
093(331)670013:00

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） 「門司港駅」徒歩5分　□休年５回
□所門司区西海岸1-3-3　□℡093（331）6700　□時9:00～17:00門司

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

京の茶陶―楽茶碗と仁清・乾山
楽焼をはじめ、仁清や乾山、道八など京の都に生まれた茶の湯のやきものを一堂に展示。　　障 1/17㈯～3/29㈰

　　 一般 ￥600
高・大学生 ￥400 出光美術館（門司）

093(332)0251
※中学生以下無料(保護者同伴)

出光美術館（門司） 「門司港駅」徒歩８分　 「門司IC」約10分　□休月曜日、展示替期間、年末年始
□所門司区東港町2-3　□℡093（332）0251　□時10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）

門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障 7㈯ 18:30 門司港レトロ展望室入館料金必要
大人 ￥300　小人 ￥150

門司港レトロ総合インフォメーション
093(321)4151

門司港レトロ展望室 「門司港駅」徒歩5分　□休年４回
□所門司区東港町1-32　□℡093（331）3103　□時10：00～22：00（カフェは20：30まで）入館は閉館30分前まで門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

響ホール室内楽フェスティヴァル
弦楽と合唱の調和
菊村隆史[指揮]、榎本裕子[フルート]、田室信哉[フルート]　ほか

1㈰ 15:00

　　　指定席 ￥3000
　一般自由席 ￥2500
  U-25自由席 ￥1000
(学生問わず25歳以下、要証明)

 ペア(自由席･前売のみ) ￥4000

(公財)北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093(663)6661
※対象：小学生以上　※当日各￥500増
※【3/1･3/7セット券】(前売のみ)
　指定席￥5500 自由席￥4500

響ホール室内楽フェスティヴァル
イタリアより愛を込めて
三宮正満[オーボエ]、響ホール室内合奏団

7㈯ 15:00

　　　指定席 ￥3000
　一般自由席 ￥2500
  U-25自由席 ￥1000
(学生問わず25歳以下、要証明)

 ペア(自由席･前売のみ) ￥4000

(公財)北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093(663)6661
※対象：小学生以上　※当日各￥500増
※【3/1･3/7セット券】(前売のみ)
　指定席￥5500 自由席￥4500

第38回 北九州市レディースコーラスフェスティバル
女声コーラスグループ約50団体(約1000人) 15㈰ 10:00 無　料 (公財)北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093(663)6661※対象：小学生以上　※全席自由

2015年 ヴァイオリン･チェロ演奏会
ヴァイオリン、チェロの独奏及びグループ演奏、アンサンブル 21㈯㈷ 13:30 無　料 スズキ･メソード北九州

090(6421)0792【小川】※全席自由

北九州音楽協会設立25周年記念演奏会　｢みんなで楽しいコンサート｣
北九州音楽協会会員とその仲間たち約30組 22(日) 11:00 無　料 北九州音楽協会

090(8392)3883【古郷】
響ホール ワンコイン･ランチタイムコンサート
大分芸短OB北九州支部演奏会『音のおもちゃばこ』
高宮沙智恵、曽根睦子、平田恵梨、大原ひとみ、古田結花、田道沙織　ほか

25㈬ 12:10
￥500 大分芸短OB北九州支部

090(2859)6373【曽根】※ホワイエにて開催　※立見の場合あり
※前売は問合せ先へ

響ホール提携事業
オペラコンサート in HIBIKI　～あなたの心に響くオペラの名曲を!!～
ダミアーノ.･カリッソーニ[指揮･ピアノ]、北九州シティオペラ会員

27㈮ 19:00
　　   自由席 ￥3000
学生(小～大学生) ￥1000

特定非営利活動法人
北九州シティオペラ
093(571)0099【今井】※対象：小学生以上　※全席自由

※当日 自由席のみ￥500増

アンサンブルコンサート
在籍者全員、篠崎由紀[チェロ]　ほか　曲目：ツィゴイネルワイゼン　ほか 28㈯ 18:00 無　料 篠崎ミュージックアカデミー北九州

093(921)0459【吉田】
ピアノ発表会
ピアノ教室の生徒 29㈰ 13:00 無　料 石井･塚本ピアノ教室

090(1169)8620【石井】※全席自由

西南女学院高等学校音楽部 第33回定期演奏会
ミュージカル『オズの魔法使い』、宗教合唱曲、愛唱曲集　ほか 30㈪ 18:00 無　料 西南女学院高等学校音楽部

093(583)5800【千葉】※対象：小学生以上　※要整理券

北九州市立響ホール 「国際村交流センター」徒歩3分　□休年末年始・隔月1回（不定休）　□Ｐ 240台（有料）
□所八幡東区平野1-1-1　□℡093（662）4010　 「八幡駅」徒歩15分　 「八幡駅入口第一」徒歩10分八幡

東

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

平成26年度　門司区文化祭　「四季のグループ」
創作舞踊発表会 8㈰ 14:00 無　料 門司文化団体連合会四季のグループ

090(2096)0207
門司市民会館まつり「2015コンサート」コーロ・モン・プレズィ―ル30周年演奏会
常任理事 中山敦、友情出演 クール・ソレイユ、 ソプラノ 澄川孝子、ギター 中野義久　障 15㈰ 14:00 一般 ￥1000 コーロ・モン・プレズィ―ル

090(1517)3643 【永見】※高校生以下無料

北九州市立門司中学校吹奏楽部第14回定期演奏会
吹奏楽の演奏 29㈰ 14:00 無　料 北九州市立門司中学校

093（321）3685

門司市民会館 「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　□休年末年始
□所門司区老松町3-2　□℡093（321）2907　□時9:00～22:00

門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

林芙美子記念室リニューアルオープン記念コンサート
北九州交響吹奏楽団による林芙美子ゆかりの音楽の演奏と松永室長の解説 1㈰ 14:00

　　大人 ￥400
小中学生 ￥200 門司港レトロ総合インフォメーション

093(321)4151※当日各￥100増

林芙美子記念室リニューアルオープン記念映画上映会
林芙美子原作の映画「稲妻」（1967年 松竹）の映写機による上映会と松永室長による映画解説 7㈯ 14:00 無　料

旧大連航路上屋 「門司港駅」徒歩5分　□休年４回
□所門司区西海岸1-3-５　□℡093（322）5020　□時9:00～17:00門司

14



3 月

※２月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

土と炎の詩人　河井寛次郎
没後50年を迎える陶芸家・河井寛次郎の作品とそのひととなりを紹介。　 障 2/11㈬㈷～4/19㈰ 一般 ￥300

中高生 ￥150　小学生 ￥100
北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

和
室
・

書
院
棟

花見茶会
桜の季節に行う恒例の春の茶会です。 22㈰ 9:00 ￥1500

（薄茶二席・入館料込）
和
室

表千家親子体験茶会
和室での所作、和菓子や抹茶のいただき方を親子で学ぶ茶道体験です。 29㈰ 10:00 大人 ￥500　子供 ￥300

（入館料込）

北九州市小倉城庭園 □所小倉北区城内1-2　□℡093（582）2747　□時9:00～17:00（11月～3月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　□休なし

小倉
北

□所小倉北区下到津4-3-2　□℡093(592)4152　□時9:00～17:00

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
プ
レ
イ
ル
ー
ム

児
童
劇
場

スペシャルファミリー人形劇場
家族で楽しめる人形劇　出演：北九州人形劇ネットワーク 8㈰

11:00 無　料 北九州市立こども文化会館
093(592)415214:00 ※会場/午前 プレイルーム、午後 児童劇場

北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） 「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「金田陸橋西」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ 20台
小倉
北

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

マンスリージャズ　出演：ジージーフォー 8㈰ 14:00 無　料 門司港レトロ総合インフォメーション
093(321)4151マンスリーシアター　「泥だらけの純情」 1973年 日活 22㈰ 14:00 無　料

旧大連航路上屋 「門司港駅」徒歩5分　□休年４回
□所門司区西海岸1-3-５　□℡093（322）5020　□時9:00～17:00門司

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

「小倉駅」徒歩30分　 「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
□休年末年始・毎月1回（不定休）　□Ｐ 80台（有料）

□所小倉北区大手町12-3　□℡093（592）5405　□時公演によって異なります小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

石川さゆりコンサート2015
津軽海峡・冬景色、天城越え・・・春一番さゆりづくし、艶歌三昧 1㈰

13:00 全席指定 ￥7000 北九州ソレイユホール
093(592)540517:00 ※対象：小学生以上

平成26年度　合唱組曲「北九州」演奏会
指揮/増井信貴　　管弦楽/九州交響楽団 8㈰ 15:00

一般 ￥2000
学生 ￥1000

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093(562)3611※当日￥500増　※全席自由

B'ｚ LIVE－GYM2015　―EPIC NIGHT― 11㈬ 19:00
全席指定 ￥8800 株式会社BEA

092(712)4221※対象：4歳以上
※4歳以上チケット必要

おかあさんといっしょ　ポコポッテイトがやってきた！！ 15㈰
13:30 全席指定 ￥2500 北九州ソレイユホール

093(592)540516:00 ※1歳以上有料（１歳未満でも
　席が必要な場合は有料）

福岡県立小倉東高等学校吹奏楽部 第25回定期演奏会 21㈯㈷ 18:00 一般 ￥800
学生 ￥500

福岡県立小倉東高等学校吹奏楽部
093(473)4466

福岡県立北筑高等学校吹奏楽部　第26回定期演奏会 22㈰ 18:00
　　 大人 ￥1000
高校生以下 ￥600 福岡県立北筑高等学校吹奏楽部

093(603)6221
※全席自由

Music　Festa　2015 28㈯ 16:00 無　料 ㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店
093(531)434229㈰ 11:00/15:30

第７回　福岡県立門司学園中学校・高等学校定期演奏会 30㈪ 18:30 全席自由 ￥500 福岡県立門司学園中学校・高等学校
093(483)1755

北九州国際会議場 「小倉駅」徒歩10分　□休年末年始
□所小倉北区浅野3-9-30　□℡093(541)5931　□時9:00～22:00（変動あり）小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル

こども将棋教室
コース　①親子・将棋入門10組 ②中級20名 ③上級20名 21㈯㈷ 13:30～15:00

無　料
(公財)西日本産業貿易コンベンション協会

093(541)5931
※要事前申込

メ
イ
ン

ホ
ー
ル

第23回北九州将棋フェスティバル
指導対局（要申込）、女流トーナメント、記念対局　他 22㈰ 9:30～

17:00
無　料

指導対局のみ￥1,000/回

北九州市漫画ミュージアム小倉
北 「小倉駅」徒歩2分　□休火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□所小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F6F）　□℡093（512）5077　□時11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

わたしのマーガレット展～マーガレット・別冊マーガレット 少女まんがの半世紀～
少女まんが50年の歴史を、著名作品の原画約300点以上でたどる展覧会。　　障

3/14㈯～5/17㈰

一　般 ￥800
中高生 ￥400　小学生 ￥200
〔常設展セット券〕　一般￥1000
  中高生￥500　小学生￥250

北九州市漫画ミュージアム
093(512)5077

※小学生未満無料

日本マンガ学会　九州マンガ交流部会
公開研究会「女性・マンガ・規制」
表現の自由と規制をめぐる最新の状況を、マンガ研究の視点から考える

7㈯ 14:00～
17:00

無　料
常設展入場料が必要

※事前申込不要（定員先着50名）

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

8㈰ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要28㈯

漫画スクール
テーマ ①「カッコいいor可愛いポーズの描き方」 ②「簡単なお話の作り方」
毎回のテーマにあわせて、プロの道具で漫画を描こう！

①1㈰ 13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

②15㈰ ※対象：小学3年生以上
※要事前申込（定員先着26名）
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※２月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ス
タ
ジ
オ

影絵劇場　「鶴の恩返し」 8㈰ 14:00 無　料(先着50名)

北九州市立視聴覚センター
093(561)3131

週末映画会　洋画「ロミオとジュリエット」(アメリカ) 21㈯㈷ 14:00 無　料(先着50名)
クラシック・レコードコンサート
サン=サーンス作曲　「交響曲　第３番　オルガン付き」ほか。楽曲解説あり。 15㈰ 14:00 無　料(先着50名)

週末映画会　邦画「刑事」　主演：高倉 健 28㈯ 14:00 無　料(先着50名)

北九州市立視聴覚センター 「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所小倉北区城内4-1　□℡093（561）3131　□時9:30～18:00　小倉

北

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

西日本工業大学デザイン学部　卒業制作優秀作品展
同学部建築学科･情報デザイン学科の卒業制作のうち、優秀な作品を展示 2/28㈯～3/8㈰ 無　料 西日本工業大学企画広報課

093(563)3221

北九州市立美術館分館 「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　 「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　□休年末年始　□Ｐ有料
□所小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　□℡093（562）3215　□時10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

ふじた音楽教室発表会
ピアノとリトミックの発表会 1㈰ 13:00 無　料 ふじた音楽教室

093(453)1114
「マーチング～明日へ」上映会
～3.11を忘れない　音楽で街を元気に～ 25㈬

14:30 一般 ￥1000　小中高生 ￥700 九州共同映画社
092(741)711218:30 ※当日 一般￥500増 小中高生￥300増

小倉高校OB吹奏楽団コンサート 29㈰ 15:00 無　料 小倉高等学校吹奏楽部OB吹奏楽団
080（3977）6186

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ小倉
北

□休所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　□Ｐ有料

□所小倉北区大手町11-4　□℡093（583）3939　□時9:30～21:30
「西小倉駅」徒歩15分　 「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分

北九州市立文学館 「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 「北九州市役所前」徒歩2分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所小倉北区城内4-1　□℡093(571)1505　□時9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）小倉

北

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

銀・ギラ・Ag写真展2015
９人の写真家による作品及び「北九州の文学者」をテーマにした写真を展示 2/3㈫～3/8㈰ 無　料

北九州市立文学館
093（571）1505

北九州と3.11―ゆかりの作家が書いた東日本大震災―
東日本大震災をテーマに、ゆかりの作家が書いた文芸作品を展示 11㈬～31㈫ 無　料

みずかみかずよ・西川幸夫『詩画集 ふきのとう』展
『詩画集 ふきのとう』の詩と絵のパネル・原画・自筆資料等を展示 3/11㈬～4/12㈰ 無　料

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

特別企画展
「『眩人』松本清張と東西文化交流　平山郁夫原画＋ガンダーラ仏」　障

1/10㈯～3/31㈫
常設展示観覧料に含む
大　人 ¥500

中高生 ¥300　小学生 ¥200
松本清張記念館
093(582)2761

北九州市立松本清張記念館 「西小倉駅」徒歩5分　 「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　□休年末
□所小倉北区城内2-3　□℡093（582）2761　□時9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）小倉

北

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

大
画
廊

茶の湯道具名品展 4㈬～10㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093(522)2521

渡邊明ガラス展　－光のかたち－ 11㈬～17㈫ 無　料
小石原焼　太田哲三窯　仕事展 18㈬～24㈫ 無　料
鍋島緞通　吉島家展 25㈬～31㈫ 無　料

小
画
廊

新鋭作家　第4回　花と風景絵画展 4㈬～10㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093(522)2521

日賀野兼一　テンペラ画の世界展 11㈬～17㈫ 無　料
～西洋の美～　ヨーロッパアンティーク展 18㈬～24㈫ 無　料
世界が高く評価する「銀河釉」の世界　中尾哲彰展 25㈬～31㈫ 無　料

小倉井筒屋 「小倉駅」徒歩7分　□休不定休
□所小倉北区船場町1-1　□℡093（522）3111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場小倉

北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
天
守
閣

１
階

文と美と武　～歴代藩主が遺したもの～
小倉藩を治めた小笠原氏ゆかりの書や武具、調度品など展示。　　　　　障

開催中～5/6㈬㈷ 一般 ￥350
中高生 ￥200　小学生 ￥100 小倉城

093（561）1210天
守
閣

前
広
場

第11回小倉城桜まつり
お楽しみ満載のステージイベント・うまいもの市他。

28㈯ 10:00 無　料29㈰

小倉城 □所小倉北区城内2-1　□℡093(561)1210　□時9:00～17:00（4月～10月は18:00まで)入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　□休なし

小倉
北

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
多
目
的
ホ
ー
ル

水曜コンサート「シャンソンとピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 4㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 18㈬ 14:00 無　料

「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　□休年末年始
□所小倉北区船場町1-2　□℡093（551）3011　□時10:00～19:00水環境館小倉

北

12



※２月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

3 月

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

全国吟詠コンクール北九州地区予選大会 1㈰ 9:30 無　料 福岡県吟剣詩舞道総連盟北九州地区
093(651)6442【井ノ口】

岳誠会　独吟コンクール 8㈰ 9:30 無　料 岳誠流日本吟道岳誠会
093(964)5414【吉田】

展
示

コ
ー
ナ
ー

藤田哲也博士巡回展 15㈰～
31㈫

9:00～
17:00

無　料 藤田哲也博士記念会
090(1345)8541【橋本】※31㈫は16:00まで

小倉南生涯学習センター （モノレール）「北方駅」徒歩12分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所小倉南区若園5-1-5　□℡093（931）1286　□時9:00～22:00　 「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分小倉

南

若松市民会館 「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　□休年末年始　□Ｐ 110台（共用）
□所若松区本町3-13-1　□℡093（771）8131　□時9:00～22:00若松

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

日野真一郎ソロコンサート「Memoria」～記憶～ 15㈰ 17:30 全席指定 ￥5000 LE VELVETS　Parti
03(6447)1440

向洋中学校吹奏楽部　第16回定期演奏会 29㈰ 14:00 無　料 北九州市立向洋中学校
093(761)3097

「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩3分　
□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）

□所八幡東区東田2-2-11　□℡093（663)5411　□時平日9:00～19:00、土日祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )八幡

東

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

企画展 「魅せますニッポンの技―ＴＨＥ世界一展」
世界に誇るメイドインジャパンの最新製品を幅広い分野で約100点公開します。　　障 1/17㈯～3/22㈰

　　大人 ￥500
小中高生 ￥100
未就学児無料 北九州イノベーションギャラリー

093(663)5411※対象：小学生以上

多
目
的

ス
ペ
ー
ス

同時開催連動展 「北九州オンリーワン企業展」
北九州から世界に向けて発信する、市認定のオンリーワン技術の製品を紹介します。 1/17㈯～3/22㈰ 無　料

※対象：小学生以上

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ギ
ャ
ラ
リ
ー

斉藤利幸(アマチュア写真家）写真展
東日本大震災から4年　福島ふるさとを撮り続けて30年　代表作品A2版40点を展示 7㈯～13㈮ 無　料

旧百三十銀行ギャラリー
093(661)9130

※最終日は17:00まで

色鉛筆画展
色鉛筆だけで描いた作品60点を展示 20㈮～26㈭ 無　料

※最終日は17:00まで

JR:「八幡駅」徒歩5分　□休年末年始
□所八幡東区西本町1-20-2　□℡093(661)9130　□時10:00～18:00北九州市立旧百三十銀行ギャラリー八幡

東

□休年末年始、6月下旬頃（約1週間）　□Ｐ大型30台、普通300台（有料）
「スペースワールド駅」徒歩5分　 「いのちのたび博物館」徒歩1分　
□所八幡東区東田2-4-1　□℡093（681）1011　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

歴史ぽけっと企画展
「襤褸（らんる）の世界～晴着・外出着から普段着まで～」
「さぐってみよう 昔のくらし」
明治から昭和の着物や道具を通して近代庶民の生活を紹介　　　　　　　　　障

開催中～4/6㈪

要常設展観覧料
　大人 ￥500
高大生 ￥300
小中生 ￥200

いのちのたび博物館
093（681）1011

春の特別展　「地球からの贈り物～石の美と魅力～」展
美しい鉱物、珍しい隕石、ヒスイの勾玉などを展示して、その魅力と不思議に迫る 3/21㈯㈷～5/10㈰

　一般 ￥500
高大生 ￥300
小中生 ￥200

※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券あり

歴史講演会
①「征西将軍宮と九州の南北朝」 ②「転換期としての平安時代～仏教・対外観などを中心として」
講師 ①福岡大学教授 森 茂暁氏 ②九州大学准教授 伊藤 幸司氏

14㈯ 13:30 資料代 ￥700

※小学生以下は保護者の参加が必要

ジオツアー『春の宿題はこれで決まり！化石とビオトープと未来環境』
北九州市内の代表的な化石の産地をまわり、未来の環境について考える 21㈯㈷ 9:00

　大人 ￥2000
小中生 ￥1000

保険料込
※対象：小学生以上
※小学生は保護者の参加が必要

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

星と観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、金星・木星・早春の星空を望遠鏡で観察します。　 障 14㈯ 19:00～

20:30

 大人 ￥100
中高生 ￥70　小学生 ￥50

児童文化科学館
093(671)4566

※中学生以下は保護者同伴
※先着150名、2/28㈯電話受付開始

会
議
室

サイエンスショー
科学マジックアラカルト 29㈰ 14:30～

15:20 無　料

「市立児童文化科学館前」徒歩5分　□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
□所八幡東区桃園3-1-5　□℡093（671）4566　□時9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）北九州市立児童文化科学館八幡

東

現代美術センター CCA北九州 「八幡駅」徒歩8分　□休年末年始
□所八幡東区尾倉2-6-1-3F　□℡093(663)1615　□時10:00～17:00（展覧会開催時のみ）八幡

東

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

エムレ・ヒュネル展
「フローティング キャビン ライダー カプセル リアクター サイクル」

2/16㈪～3/27㈮
(日・祝休み） 無　料 現代美術センターCCA北九州

093(663)1615CCA北九州リサーチ・プログラム2014/2015オープン・スタジオ
リサーチ・プログラム受講生による修了展。制作スタジオも公開。 15㈰～22㈰ 無　料

11 かるかる  2015.March



3 月

※２月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

サロナウインドオーケストラ　第2回コンサート 8㈰ 13:30 無　料 サロナウインドオーケストラ
080(5275)4366【新田】

福岡県立東筑高等学校吹奏楽部　第30回定期演奏会 21㈯㈷ 18:00 ￥400
前売・当日共

福岡県立東筑高等学校
093（691)0050

第25回　八幡市民会館まつり「うた舞い」
北九州地区の8社中による邦楽・邦舞の祭典

28㈯
11:30

一日券 ￥2000
両日券 ￥3500 八幡市民会館まつり実行委員会

093(671)606129㈰ ※当日各￥500増　※小学生以下無料

北九州市立槻田中学校吹奏楽部　第14回スプリングコンサート 31㈫ 18:00 無　料 北九州市立槻田中学校
093(651)1921【谷井】

八幡市民会館 「八幡駅」徒歩7分　 「八幡駅入口第一」徒歩5分　□休年末年始　□Ｐ 110台（共用）
□所八幡東区尾倉2-6-5　□℡093（671）6061　□時9:00～22:00八幡

東

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ギ
ャ
ラ
リ
ー

江戸三紅印傳 10㈫～15㈰ 無　料
093(643)5268趣器と酒器展 17㈫～22㈰ 無　料

えもときよひこ　木版画展 24㈫～29㈰ 無　料

黒崎井筒屋 「黒崎駅」徒歩7分　□休不定休
□所八幡西区黒崎1-1-1　□℡093（643）5111㈹　□時10:00～19:00※各最終日は17:00に閉場八幡

西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

第53回北九州芸術祭クラシックコンサート 8㈰ 10:00 無　料 北九州音楽文化連盟
093(601)1407

黒崎オーケストラ・フェスティバルvol.2
北九州ユース室内管弦楽団　第２回定期演奏会
ジョン・ルイス　ヨーロッパの窓

15㈰ 14:00
　　　一般 ￥2500
　　　会員 ￥2000
高校生以下 ￥1500

㈱黒崎コミュニティサービス
黒崎ひびしんホール
093（621）4566

福岡県立八幡南高等学校吹奏楽部第19回定期演奏会 26㈭ 18:30 無　料 福岡県立八幡南高等学校
093(611)1881

木屋瀬中学校吹奏楽部第8回定期演奏会 28㈯ 18:00 無　料 北九州市立木屋瀬中学校
093(617)1049

第19回PIARAピアノコンクール九州Ⅲ地区大会 29㈰ 13:30 無　料 PIARA九州山口事務局
0952(31)2273

中
ホ
ー
ル

太田麗子ピアノ教室発表会 1㈰ 13:30 無　料 太田麗子ピアノ教室
093(372)5336

奥村優子ピアノ教室発表会 7㈯ 14:00 無　料 奥村優子ピアノ教室
093（602）7344

橋本 邦洸　新春夢尺八ソロコンサート～やすらぎの世界～ 8㈰ 13:30 ￥2000 夢尺八事務局
090(9401)3678【荒木】

八幡西区制40周年記念　長崎街道「歴史探訪講座」 22㈰ 14:00 無　料 八幡西区役所総務企画課
093(642)1441※要事前申込

ピアノ発表会 28㈯ 13:00 無　料 ブリランテ
080(3964)7981

第6回カワイ音楽コンクール受賞者記念演奏会 29㈰ 10:00 ￥540 カワイ音楽教室八幡事務所
093(621)1013

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

「黒崎駅」徒歩5分　 （筑豊電鉄）「黒崎駅」徒歩8分　 「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　□休年末年始

□所八幡西区岸の浦2-1-1　□℡093（621）4566　□時9:00～22:00八幡
西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
イ
ベ
ン
ト

ひ
ろ
ば

わらべの日　ロケットくれよんのファミリーコンサート
元保育士の男性2人組による家族で楽しめるあったかファミリーコンサート 8㈰

13:00
無　料 北九州市立子どもの館

093（642）555515:00

「黒崎駅」徒歩1分　 「黒崎バスセンター」徒歩1分　□休4㈬、18㈬
□所八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　□℡093(642)5555　□時10:00～19:00北九州市立子どもの館八幡

西

□休月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始
（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　 九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
□所八幡西区木屋瀬3-16-26　□℡093（619）1149　□時9:00～17:30　 「筑前植木駅」徒歩15分

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
こ
や
の
せ
座

エアロビクス発表会 28㈯ 10:00 無　料 倉地 理恵
080(5274)1090

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 「黒崎駅」徒歩1分　□休年末年始
□所八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　□℡093（644）5206　□時9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる八幡

西

会場 イベント 期間・時間 入　場　料 問合せ先
展
示
室
全
阿部直昭絵画教室　彩友会　洋画 2㈪～8㈰

9:00～18:00
無　料 阿部美術振興財団

090(1341)1290【阿部】※2㈪は12:00から、最終日は16:00まで

展
示
室
１

楡の会絵画展　洋画 2/23㈪～3/1㈰
9:00～17:00

無　料 楡の会
093(601)8196【熊洞】※最終日は16:00まで

絵画クラブ「悠々」第14回作品展　洋画 9㈪～15㈰
10:00～18:00

無　料 絵画クラブ「悠々」
093(617)0745【森本】※9㈪は12:00から、最終日は16:00まで

第44回　玄友会書作展　書 19㈭～22㈰
10:00～17:00

無　料 玄友会
093(881)8640【篠原】※最終日は16:00まで
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3 月

※２月12日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります障 障害者手帳減免があります

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 「黒崎駅」徒歩1分　□休年末年始
□所八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　□℡093（644）5206　□時9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる八幡

西

会場 イベント 期間・時間 入　場　料 問合せ先
展
示
室
１
鈍行会展　洋画・日本画 23㈪～29㈰

9:00～18:00
無　料 鈍行会

093(522)6593【天野】※23㈪は12:00から、最終日は16:00まで

展
示
室
２

「みんな晴れの日」展　水彩画・立体 2/28㈯～3/1㈰
10:00～18:00

無　料 カワイ絵画造形教室
090(7382)2796【松尾】※最終日は17:00まで

第17回きらく会絵画展　洋画 9㈪～15㈰
9:00～17:00

無　料 絵画クラブ　きらく会
093(651)3987【土橋】※9㈪は11:00から、最終日は16:00まで

第57回虹水彩画会作品発表会　洋画 16㈪～22㈰
10:00～17:00

無　料 虹水彩画会
093(617)5653【山本】※22㈰は16:00まで

第7回絵画クラブカンヴァス作品展　洋画 23㈪～29㈰
9:00～17:00

無　料 絵画クラブカンヴァス
093(741)3680【宮田】※23㈪は12:00から、最終日は16:00まで

会場 イベント 期間・時間 入　場　料 問合せ先
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
室

コレクション展Ⅲ　特集　版画芸術への誘い　　　　　　障 2/21㈯～6/28㈰
　一般 ￥150
高大生 ￥100
  小中生 ￥50

北九州市立美術館本館
093(882)7777

企
画
展
示
室
・

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第34回　北九州市立小・中学校合同美術展　絵画・立体・工作 2/28㈯～3/8㈰ 無　料 北九州市中学校図画工作科教育研究会
093(481)0605【諌山】

北九州芸術祭総合美術展
①日本画、染織、彫刻　②写真、陶芸、表装　③洋画　④書道

①3/31㈫～4/5㈰
②4/7㈫～4/12㈰
③4/14㈫～4/19㈰
④4/21㈫～4/26㈰

無　料 北九州市立美術館本館
093(882)7777

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第66回　西日書展（一般部）　書 10㈫～15㈰ 無　料 西日本書道院
093(381)2426【神】第66回　西日書展（少年部）　書 17㈫～22㈰ 無　料

「美術館口」徒歩10分、「七条」「美術館口」より無料シャトルバス運行　□休 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　□Ｐ 180台
□所戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　□℡093（882）7777　□時9:30～17:30（入館は閉館30分前まで）北九州市立美術館本館戸畑

「戸畑駅」徒歩1分　 「戸畑駅」徒歩1分　□休年末年始
□所戸畑区汐井町1-6　□℡093（871）7200　□時9:00～22:00

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

和太鼓もも発表会
～仲間とともに２０年　和太鼓の音に魅せられて～ 1㈰ 13:00 無　料 和太鼓もも

※要整理券

福岡県立小倉商業高等学校吹奏楽部　第18回定期演奏会 7㈯ 14:30 ￥300 福岡県立小倉商業高等学校吹奏楽部
093（921）2245【原】※当日￥100増

人形浄瑠璃「文楽」
昼の部『曽根崎心中』生玉社前の段 他　夜の部『菅原伝授手習鑑』寺入りの段 他 8㈰

13:30 一般 ￥3000
学生 ￥1500 北九州芸術劇場

093(562)265518:00 ※対象：小学生以上　※当日各￥500増

第22回とばたチャリティー芸能フェスティバル 12㈭ 10:30 一般 ￥500 戸畑区役所コミュニティ支援課
093(871)1501内線460【中島】

第11回戸畑区　小学校・中学校・高等学校・大学合同演奏会
大谷中・飛幡中・中原中・市立高校・明治学園中高・九工大による演奏会 15㈰ 13:00 無　料 北九州市立大谷中学校

093(881)5767【皿本】
福岡県立戸畑高等学校吹奏楽部定期演奏会
曲名：落夏流穂　楓葉の舞など 21㈯㈷ 14:00 ￥400 福岡県立戸畑高等学校吹奏楽部

福岡教育大附属小倉中学校吹奏楽部　第20回定期演奏会 22㈰ 15:00 無　料 福岡教育大附属小倉中学校
093（541）8621【堤】

北九州市立飛幡中学校　第8回心音コンサート
たなばた酒井格、ようかい体操第一、「アナと雪の女王」よりハイライトほか 26㈭ 18:30 無　料 北九州市立飛幡中学校

093(882)3652【井口】
第13回北九州市立板櫃中学校吹奏楽部 定期演奏会
「マードックからの最後の手紙」など 28㈯ 14:00 無　料 北九州市立板櫃中学校

093（561）4993【古殿】
九州国際大学付属中学校・高等学校吹奏楽部　第19回定期演奏会
1部マーチングステージ　2部シンフォニックステージ　3部ポップスステージ 29㈰ 18:00 無　料 九州国際大学付属中学校・高等学校吹奏楽部

093（671）8443㈹【宮武】

中
ホ
ー
ル

坂本廣子先生の食べもの講演会
伝えたい！食べものが身体をつくること。考えたい！！食べものを選ぶこと。 3㈫ 10:30 ￥300 グリーンコープ生協ふくおか小倉北支部

093（541）1185【水江】
福岡ユネスコ文化講演会＆トークショー「葉室 麟の世界にふれる」
『蜩ノ記』で直木賞を受賞した北九州市出身の作家、葉室 麟氏による講演会 4㈬ 14:00 無　料 北九州市市民文化スポーツ局文化振興課

093（582）2389【野口】※要事前申込

第一回桃太郎ブラスクインテット
「日本ウインドアンサンブル」愛称《桃太郎バンド》の金管奏者による演奏会 20㈮ 19:00

　　　一般 ￥1500
高校生以下 ￥1000 桃太郎ブラスクインテット

080（1725）0433【安部】
※当日各￥500増

春のコンサート 27㈮ 18:00 無　料 九州ピアノ音楽研究会

吉田かつ子ヴァイオリンスクール発表会 28㈯ 14:00 無　料 吉田かつ子ヴァイオリンスクール
093（884）0313【谷垣】

戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

2015 年３月号
表紙イメージ
「色の和、個の和、感性の和」

北九州市芸術文化情報誌「CulCul」・「かるかる」　　　　　　　　
■発行日／ 2015.3.1　　■発　行／北九州市　　■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課
〒 805-0019 北九州市八幡東区中央 2‒1‒1‒7F   TEL:093（662）3012　FAX:093（662）3016　北九州市印刷物登録番号 第1408001A号

9 かるかる  2015.March



8

日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
、
福
島
。

二
つ
の
港
町
の
若
者
た
ち
を
音
楽
が

つ
な
ぐ
、
友
情
と
挑
戦
の
物
語
。

全
国
共
通
特
別
鑑
賞
券
、
大
人
１
０

０
０
円（
当
日
１
５
０
０
円
）、
小
中

高
生
７
０
０
円（
当
日
１
０
０
０
円
）。

九
州
シ
ネ
マ
・
ポ
ー
ト

０
９
０
（
２
５
８
５
）
９
３
９
７

C
ulC
ul

（
か
る
か
る
）

郵
送
の
ご
案
内

平
成
28
年
３
月
号
ま
で
の
ご
希
望
の

期
間
郵
送
で
き
ま
す
。
郵
送
先
の
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
送
付
期
間
（
○
月
号
〜
○
月

号
）、
送
付
サ
イ
ズ
を
明
記
の
上
、

ご
希
望
回
数
分
の
切
手
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ａ　

定
型
郵
便
物
で
の
郵
送

　
　
（
三
つ
折
り
）
一
回
92
円

Ｂ　

定
型
外
郵
便
物
で
の
郵
送

　
　
（
折
り
な
し
）
一
回
１
４
０
円

〒
８
０
５-

０
０
１
９　

八
幡
東
区

中
央
２
の
１
の
１
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ

ザ
７
Ｆ
（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文

化
振
興
財
団C

ulC
ul

郵
送
係
ま
で
。

■
北
九
州
交
響
吹
奏
楽
団

第
55
回
定
期
演
奏
会

４
月
26
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
戸
畑
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
（
戸
畑
区
汐
井
町
）。

１
９
８
４
年
に
創
立
し
、
北
九
州
の

学
生
、
社
会
人
を
中
心
と
し
て
構
成

さ
れ
た
楽
団
。
年
２
回
の
定
期
演
奏

会
を
中
心
に
、
地
域
に
根
差
し
た
演

奏
活
動
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
市
民

に
は
北
吹
（
き
た
す
い
）
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
る
。
指
揮
は
杉
名
信

二
。
Ｊ
・
マ
ス
ネ「
組
曲
第
４
番『
絵

の
よ
う
な
風
景
』」、
Ｊ
・
バ
ー
ン
ズ

「
パ
ガ
ニ
ー
ニ
の
主
題
に
よ
る
幻
想

変
奏
曲
」、Ｇ
・
ロ
ッ
シ
ー
ニ
歌
劇「
セ

ビ
リ
ア
の
理
髪
師
」
よ
り
序
曲
他
。

全
席
自
由
。
入
場
料
８
０
０
円（
当
日

１
０
０
０
円
）。
※
高
校
生
以
下
無
料
。

北
九
州
交
響
吹
奏
楽
団　

０
９
０
（
７
９
８
４
）
２
７
０
９

■
由
紀
さ
お
り
＆
安
田
祥
子
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

４
月
５
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
開

場
、
同
３
時
開
演
。
北
九
州
ソ
レ
イ

ユ
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
大
手
町
）。

時
代
や
年
齢
を
越
え
て
歌
い
継
が
れ

る
美
し
い
日
本
の
歌
、「
童
謡
」。

聞
く
人
の
心
に
や
さ
し
く
響
く
歌
の

花
を
姉
妹
が
届
け
ま
す
。
共
演
、

H

はAM
もOR
りI-B
べE

。
全
席
指
定
。
入
場

料
、
Ｓ
席
６
０
０
０
円
、
Ａ
席
５
０

０
０
円
。
※
３
歳
未
満
膝
上
鑑
賞
無

料
（
席
が
必
要
な
場
合
有
料
）。

C
A
RA
V
A
N

０
９
２
（
７
３
２
）
８
８
５
８

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

■
映
画「
マ
ー
チ
ン
グ
―
明
日
へ
―
」

３
月
７
日
（
土
）
と
25
日
（
水
）
の

二
日
。
共
に
各
２
回
上
映
。

７
日
（
土
）
午
前
11
時
と
午
後
２

時
。
黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル
（
八
幡

西
区
岸
の
浦
）。

25
日
（
水
）
午
後
２
時
30
分
と
同
６

時
30
分
。
北
九
州
市
立
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
・
ム
ー
ブ
（
小
倉
北
区

大
手
町
）。
監
督
、
中
田
新
一
。
出

演
は
竹
富
聖
花
、
桜
田
通
。
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
発
祥
の
地
、
横
浜
と
東

『由紀さおり＆安田祥子ファミ
リーコンサート』チラシ

©MARCHING配給委員会

CulCul の主な設置場所
市内 JR駅、市民会館、市民セ
ンター、生涯学習センター、
図書館、市内体育施設、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・イン
フォメーションなど

楽
器
、
声
楽
な
ど
を
学
ぶ
学
生
た
ち

が
集
え
る
、
西
日
本
で
は
数
少
な
い

貴
重
な
学
校
で
す
。
ウ
ィ
ー
ン
へ
の

音
楽
研
修
旅
行
も
あ
っ
て
、
将
来
、

世
界
に
羽
ば
た
い
て
行
く
事
を
見
据

え
た
教
育
に
、
颯さ
っ

爽そ
う

と
し
た
意
気
込

み
を
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
で

学
べ
る
子
ど
も
た
ち
を
幸
せ
に
思
い

ま
す
。

　

北
九
州
に
も
幼
稚
園
か
ら
芸
術
を

一
貫
し
て
学
べ
る
学
校
が
で
き
な
い

か
し
ら
？　

と
常
々
願
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
ず
、
今
は
可
能
な
事
を
試
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
授
業
で
「
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
」（
楽

譜
を
見
て
階
名
で
歌
い
、
ピ
ア
ノ
で

弾
か
れ
た
曲
を
聴
い
て
そ
れ
を
五
線

譜
に
書
き
取
る
）
を
学
び
ま
す
。
ま

た
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
と
っ
て
大

切
な
『
聖
書
』
の
授
業
も
あ
り
ま
す
。

英
語
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
よ

う
で
、
英
語
を
英
語
で
学
び
、
授
業

中
は
英
語
し
か
話
さ
な
い
、
海
外

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
実
施
な
ど
生
き
た

英
語
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。

　

高
校
に
は
独
立
し
た
音
楽
科
が
あ

り
、
演
奏
家
を
目
指
し
て
ピ
ア
ノ
や

　

進
級
・
進
学
を
目
前
に
し
て
、
毎

年
こ
の
時
期
は
、
子
ど
も
た
ち
の
進

路
の
こ
と
で
悩
み
ま
す
。
今
年
は
考

え
に
考
え
て
、
下
関
の
私
立
中
高
一

貫
の
学
校
に
、
そ
れ
ぞ
れ
進
学
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
は
女

子
校
だ
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
共
学

に
な
り
、
雰
囲
気
も
新
し
く
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　

中
学
で
は
、
週
１
回
の
音
楽
課
程

子
ど
も
た
ち
の
未
来
、
北
九
州
の
未
来
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埋蔵文
化
財

hiroba 山　口　裕　子

遺跡からのメッセージ
（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　学芸員

Yuuko Yamaguchi

　

２
０
１
３
年
８
月
〜
９
月
に
上か

み

徳と
く

力り
き

遺
跡
第
26
地
点
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
上
徳
力
遺
跡
は
１
９
８
２
年

〜
95
年
ま
で
に
25
回
の
調
査
が
行
わ

れ
、
弥
生
〜
古
墳
時
代
に
か
け
て
の

大
規
模
な
集
落
跡
が
確
認
さ
れ
て
い

る
遺
跡
で
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
５
軒
の
竪
穴
住

居
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
う
ち
１
軒
は

古
墳
時
代
で
、
そ
の
他
は
全
て
弥
生

時
代
後
期
の
も
の
で
し
た
。
市
内
で

は
弥
生
時
代
後
期
に
な
る
と
、
そ
れ

ま
で
平
面
円
形
の
竪
穴
住
居
が
主
流

で
あ
っ
た
も
の
が
方
形
へ
と
変
化
し

て
い
き
ま
す
。
確
認
さ
れ
た
弥
生
時

代
後
期
の
住
居
は
３
軒
が
方
形
で
し

た
。
し
か
し
、
１
軒
は
円
形
で
、
し

か
も
張
り
出
し
た
部
分
が
付
い
て
い

ま
す
。
調
査
当
初
、
こ
の
住
居
は
中

期
の
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
出
土
し
た
土
器
は
他
の
住
居
と

き
ち
ん
と
整
備
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
け
も
の
道
の
よ
う
で
、
人
々
は

舟
に
乗
り
、
米
を
中
心
と
し
た
交
易

を
行
っ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
記
述
は
対
馬
国
（
現
在
の

長
崎
県
対
馬
市
）
に
つ
い
て
の
も
の

で
す
が
、
他
の
地
域
も
大
き
な
差
は

な
か
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
長
距
離
の

移
動
に
つ
い
て
は
陸
路
よ
り
も
海
路

に
頼
っ
て
い
た
状
況
が
想
像
で
き
ま

す
。

　

実
際
の
船
の
出
土
例
は
あ
ま
り
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
阪
府
八
尾

市
の
久き
ゅ
う
ほ
う
じ

宝
寺
遺
跡
で
は
復
元
し
た
長

さ
が
12
メ
ー
ト
ル
に
な
る
準
構
造
船

（
丸
太
を
く
り
抜
い
た
だ
け
の
船
を

元
に
、
い
く
つ
か
の
部
材
を
組
み
合

わ
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
）
が
出
土
し

て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、
糸
島
市
の

潤う
る
う
じ
と
う
き
ゅ
う

地
頭
給
遺
跡
か
ら
２
隻
分
の
船
が
、

井
戸
枠
に
転
用
さ
れ
た
状
態
で
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
船
が
描
か
れ

た
土
器
や
青
銅
器
、
木
製
品
な
ど
は

多
く
の
遺
跡
か
ら
確
認
さ
れ
て
お
り
、

当
時
の
人
々
に
と
っ
て
船
で
の
航
海

は
身
近
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

陸
路
が
し
っ
か
り
と
整
っ
た
現
代

に
お
い
て
、
海
は
主
要
な
交
通
路
か

ら
は
外
れ
が
ち
で
す
が
、
当
時
の

人
々
に
と
っ
て
は
重
要
な
位
置
を
占

め
て
お
り
、
ま
た
、
他
の
地
域
と
の

結
節
点
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
海
を
介
し
た
つ
な
が
り
を
上
徳
力

遺
跡
に
い
た
人
々
も
持
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

海はつなぐ

同
じ
後
期
の
も
の
ば
か
り
で
す
。
で

は
、
な
ぜ
こ
の
住
居
だ
け
は
後
期
に

な
っ
て
も
円
形
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　

実
は
後
期
に
な
っ
て
も
円
形
の
住

居
を
使
っ
て
い
た
地
域
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
瀬
戸
内
海
の
周
辺
で
、

し
か
も
、
張
り
出
し
部
を
持
つ
タ
イ

プ
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
の
で
す
。

　

九
州
の
東
部
地
域
で
は
瀬
戸
内
地

域
と
関
係
の
あ
る
遺
物
が
多
く
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
は
小
倉
南

区
の
重し
げ
と
め留

遺
跡
に
お
い
て
貯
蔵
用
の

竪
穴
か
ら
搬
入
品
と
考
え
ら
れ
る
土

器
が
出
土
し
、
同
じ
く
カ
キ
遺
跡
か

ら
は
土
石
流
で
堆
積
し
た
土
砂
の
中

に
瀬
戸
内
系
を
中
心
と
し
た
外
来
系

の
土
器
が
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
野
尾お
の
ぼ
り登

遺
跡
で
は
張
り
出

し
付
き
の
円
形
住
居
か
ら
瀬
戸
内
系

土
器
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
上
徳
力
遺
跡
の
調
査
は
狭

い
範
囲
で
あ
っ
た
た
め
か
、
瀬
戸
内

系
の
土
器
は
出
土
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
住
居
の
形
態
か
ら
考
え
る
と
、

こ
の
地
域
と
関
連
の
深
い
人
々
が
生

活
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
『
魏
志
倭
人
伝
』
に
は
、
当
時
の

様
子
と
し
て
「
深
林
深
く
、
道
路
は

禽き
ん

鹿ろ
く

の
径み

ち

の
如
し
」
ま
た
、「
良

り
ょ
う
で
ん田

無
く
、
海か
い
ぶ
つ物

を
食
ら
い
て
自
活
し
、

舟
に
乗
り
て
南
北
に
市し

糴て
き

す
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。「
糴
」
と
は
、『
広

辞
苑
』
に
よ
る
と
「
米
穀
を
買
い
入

れ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
米
穀
。」

と
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、「
道
路
は

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
５
月
号
で
す
】 カキ遺跡から出土した瀬戸内系の壺

上徳力遺跡の円形住居

《
参
考
文
献
》

　

武
末
純
一
・
上
田
龍
児
「
弥
生
土
器
の
編
年

と
地
域
間
交
流
」『
行
橋
市
史　

資
料
編　

原

始
・
古
代
』
２
０
０
６

　

大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館
『
弥
生
人
の
舟

モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
海
洋
世
界
』
２
０
１
３

〈埋蔵文化財の展示案内〉
・北九州市立埋蔵文化財センター（小倉北区金田1の1の3　093（582）0941）
北九州市を掘る（79）　埋蔵文化財速報展『小倉城東

ひがしくるわ

曲輪の藩士屋敷跡ー古船場町遺跡の調査ー』
陶磁器や瓦、ガラス製品など50点を展示。常設展もあり。
【開催期間】４月26日（日）まで
【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）※毎週月曜日（休日の場合はその翌日）休館
【入館料】無料

・黒崎歴史ふれあい館（八幡西区黒崎3の15の3黒崎駅横コムシティ１F）
常設展開催中
常設展『城下町から宿場町へ～出土品が語る黒崎の歴史と文化～』『シュガーロード・発掘物語』
【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）※年中無休
【入館料】無料
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ガイマン賞2014結果発表！

漫画
hiroba田　中　千　尋

北九州市漫画ミュージアム　図書担当
漫画と北九州

Chihiro Tanaka

　

昨
年
10
月
か
ら
投
票
を
受
け
付
け

て
き
た
「
ガ
イ
マ
ン
賞
２
０
１
４
」

の
受
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

ガ
イ
マ
ン
賞
と
は
、
日
本
国
内
で

１
年
間
に
発
売
さ
れ
た
海
外
マ
ン
ガ

（
ガ
イ
マ
ン
）
の
邦
訳
本
を
読
者
の

投
票
に
よ
っ
て
ラ
ン
キ
ン
グ
す
る
も

の
で
、
２
０
１
４
年
度
で
３
回
目
の

開
催
で
し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に

投
票
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今

回
は
全
体
で
７
３
１
票
も
の
投
票
が

あ
り
ま
し
た
。

　

14
年
度
の
栄
え
あ
る
第
１
位
は

『
ホ
ー
ク
ア
イ
：
マ
イ
ラ
イ
フ
・
ア
ズ
・

ア
・
ウ
ェ
ポ
ン
』（
小
学
館
集
英
社

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）。映
画
に
も
な
っ

た
ア
メ
コ
ミ※

の
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー

軍
団
「
ア
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
」
の
一
員

「
ホ
ー
ク
ア
イ
」
こ
と
ク
リ
ン
ト
・

バ
ー
ト
ン
の
日
常
を
描
い
た
作
品
で

す
。
本
作
で
は
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ン

だ
け
で
は
な
く
、
人
間
く
さ
い
「
私

服
の
ヒ
ー
ロ
ー
」
も
描
か
れ
ま
す
。

ホ
ー
ク
ア
イ
に
は
、
他
の
多
く
の

ヒ
ー
ロ
ー
が
持
つ
よ
う
な
特
殊
能
力

は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
け
が
も

す
る
し
、ド
ジ
を
踏
む
こ
と
も
あ
る
。

ま
る
で
懐
か
し
の
ド
ラ
マ
に
出
て
く

る
俳
優
の
よ
う
な
、
少
し
く
た
び
れ

て
い
る
け
ど
ど
こ
か
カ
ッ
コ
い
い
。

そ
ん
な
人
間
味
あ
ふ
れ
る
ヒ
ー
ロ
ー

に
夢
中
に
な
る
作
品
で
す
。
実
際
、

投
票
コ
メ
ン
ト
で
は
、
魅
力
あ
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
、
オ
シ
ャ
レ
で
洗

練
さ
れ
た
表
紙
や
構
成
を
評
価
す
る

方
が
続
出
し
ま
し
た
。

Information
ガイマン賞の詳細はホームページで確認
できます。
http://www.gaiman.jp/
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077
【開館時間】午前 11時～午後７時
（入館は午後 6時 30分まで）
【休館日】
毎週火曜日（休日の場合はその翌日）
【常設展観覧料】※（）内は団体料金
一般400（320）円、中高生200（160）円、
小学生100（80）円、小学生未満無料

　

第
２
位
は
『
カ
ン
ポ
ン
ボ
ー
イ
』

（
東
京
外
国
語
大
学
出
版
会
）。
こ
ち

ら
は
著
者
で
あ
る
ラ
ッ
ト
氏
の
自
伝

的
な
マ
ン
ガ
で
、
著
者
が
10
歳
ま
で

育
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
村
カ
ン
ポ
ンで

の
生
活

を
描
い
た
作
品
で
す
。
マ
レ
ー
シ
ア

の
伝
統
的
な
生
活
が
、
徐
々
に
近
代

化
さ
れ
変
容
し
て
い
く
過
程
が
丁
寧

か
つ
巧
み
に
描
か
れ
て
お
り
、「
古

き
良
き
カ
ン
ポ
ン
の
文
化
」
を
伝
え

る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
非
常
に
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
素
朴
な
風
景
描
写

や
少
年
が
語
り
か
け
る
よ
う
な
文
体

は
、
読
者
の
隣
で
主
人
公
が
語
っ
て

聞
か
せ
て
く
れ
て
い
る
か
の
よ
う

で
、
と
て
も
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

続
い
て
第
３
位
は『
か
わ
い
い
闇
』

（
河
出
書
房
新
社
）。
手
の
ひ
ら
ほ
ど

の
大
き
さ
の
少
女
た
ち
が
森
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
出
会
う
、
ダ
ー

ク
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
一
見
絵
本
の

よ
う
に
美
し
く
か
わ
い
い
絵
で
描
か

れ
て
い
ま
す
が
、
登
場
す
る
少
女
た

ち
の「
無
邪
気
な
残
酷
さ
」に
ゾ
ク
ッ

と
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
の
詳
し
い
順
位
や
、
皆
さ

ま
の
感
想
・
コ
メ
ン
ト
な
ど
は
ガ
イ

マ
ン
賞
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
北
九
州
市
漫
画

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
歴
代
ガ
イ
マ
ン

賞
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作
品
を
自
由
に
読
め

ま
す
。

　

日
本
国
内
で
発
売
さ
れ
る
翻
訳
マ

ン
ガ
は
、
依
然
と
し
て
ア
メ
コ
ミ
や

Ｂバ
ン
ド
・
デ
シ
ネ

Ｄ
（
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
マ
ン
ガ
）

ガイマン賞2014　メインビジュアル

が
主
流
で
す
。
し
か
し
、
今
回
の
ガ

イ
マ
ン
賞
の
作
品
た
ち
を
見
て
み
る

と
、
ま
だ
ま
だ
世
界
に
は
私
た
ち
の

知
ら
な
い
、
素
晴
ら
し
い
マ
ン
ガ
が

あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
ガ

イ
マ
ン
賞
２
０
１
４
は
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
契
機
に
さ

ら
に
い
ろ
い
ろ
な
国
の
マ
ン
ガ
が
翻

訳
さ
れ
、
国
内
ガ
イ
マ
ン
市
場
も
に

ぎ
や
か
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
第
４
回
の
ガ
イ
マ
ン
賞
も
お

楽
し
み
に
。

北九州市漫画ミュージアムでの展示風景

※　

ア
メ
リ
カ
の
漫
画
作
品
。ア
メ
リ
カ
ン
・
コ
ミ
ッ
ク
。
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美術
hiroba 花　田　伸　一

北九州アートめぐり
キュレーター

Shinichi Hanada

「
祐す

け

成な
り

政
徳
＋
祐
成
勝
枝

 

桃
園
オ
ペ
ラ
」
展
に
寄
せ
て

　

八
幡
東
区
の
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

「O
peration T

able

」
に
て
「
祐

成
政
徳
＋
祐
成
勝
枝　

桃
園
オ
ペ

ラ
」
展
が
３
月
15
日
ま
で
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
祐
成
政
徳
（
１
９
６
０

〜
）
と
祐
成
勝
枝
（
１
９
６
４
〜
）

は
そ
れ
ぞ
れ
北
九
州
出
身
で
東
京
の

美
術
大
学
で
学
び
、
現
在
も
東
京
在

住
で
す
。
こ
れ
ま
で
二
人
は
別
々
に

作
品
発
表
し
て
き
ま
し
た
が
今
回
、

「O
peration T

able

」
の
依
頼
に

よ
っ
て
二
人
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
実
現
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
「O

peration T
able

」

は
動
物
病
院
を
改
装
し
て
で
き
た

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
で
、
手
術
台
や
ラ

イ
ト
な
ど
動
物
病
院
の
雰
囲
気
を
生

か
し
た
展
示
空
間
が
特
徴
で
す
。
そ

の
独
特
な
空
間
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た

ち
が
ど
う
料
理
す
る
の
か
が
毎
回
の

展
示
の
見
ど
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
祐
成
勝
枝
が
描
い
た
絵

画
作
品
を
展
示
空
間
に
ど
の
よ
う
に

配
置
す
る
か
を
祐
成
政
徳
が
決
め
、

さ
ら
に
政
徳
が
制
作
し
た
金
属
の
構

造
物
を
空
間
全
体
に
沿
う
よ
う
に
配

置
す
る
事
に
よ
っ
て
展
示
が
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

祐
成
勝
枝
の
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の

絵
画
世
界
と
、
壁
面
の
パ
ス
テ
ル
カ

ラ
ー
の
水
色
か
ら
は
、
柔
ら
か
な
雰

囲
気
や
親
密
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
祐
成
政
徳
の
金
属
の
構
造
物

の
細
さ
や
ほ
ん
の
微か
す

か
に
曲
が
っ
て

い
た
り
す
る
佇た
た
ずま

い
か
ら
は
軽
や
か

さ
や
コ
ミ
カ
ル
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
全
体
の
構
成
の
特
徴
と
し
て
は
、

絵
画
の
配
置
も
金
属
の
配
置
も
全
て

水
平
性
・
垂
直
性
を
際
立
た
せ
た
も

の
で
あ
る
（
つ
ま
り
ナ
ナ
メ
が
な

い
）
こ
と
か
ら
、
ス
ペ
ー
ス
全
体
が

引
き
締
ま
っ
て
心
地
良
い
緊
張
感
に

満
ち
て
い
ま
す
。
そ
の
「
凛り
ん

と
し
た

し
な
や
か
さ
」
と
で
も
い
う
べ
き
静

か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
政
徳
の
作
品

と
勝
枝
の
作
品
と
が
絶
妙
な
バ
ラ
ン

ス
で
調
和
し
て
い
ま
す
。
そ
の
様
子

は
楽
し
げ
な
デ
ュ
エ
ッ
ト
の
よ
う
で

し
た
（
展
覧
会
タ
イ
ト
ル
に
は
「
オ

ペ
ラ
」
と
あ
り
ま
す
が
）。

　

ち
な
み
に
私
は
こ
の
展
示
空
間
は

非
常
に
平
面
的
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
ば
三
次
元
の
部
屋
な
の
に

奥
行
き
や
厚
み
や
重
な
り
が
感
じ
ら

れ
な
い
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
お
そ
ら

く
展
示
物
の
配
置
が
部
屋
の
水
平
・

垂
直
を
強
調
し
た
構
成
に
な
っ
て
い

る
か
ら
で
し
ょ
う
（
故
に
会
場
写
真

も
水
平
・
垂
直
を
強
調
し
て
撮
り
ま

し
た
）。
さ
ら
に
壁
や
床
や
手
術
台

の
表
面
も
キ
レ
イ
に
磨
か
れ
、
よ
り

平
面
性
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。
い
わ

ば
こ
の
部
屋
全
体
が
三
次
元
の
絵
画

と
い
っ
て
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

三
次
元
空
間
に
い
る
の
に
二
次
元
的

な
視
覚
体
験
を
す
る
と
い
う
、
こ
の

不
思
議
な
感
覚
は
ぜ
ひ
現
場
に
足
を

運
ん
で
実
際
に
体
験
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
良
質
の
音
楽
が

耳
だ
け
で
な
く
身
体
の
芯
に
響
い
て

く
る
よ
う
に
、
こ
の
展
示
は
目
で
見

る
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の
身
体
に

眠
っ
て
い
る
空
間
感
覚
を
呼
び
起
こ

す
事
で
し
ょ
う
。

　

２
０
１
３
年
５
月
か
ら
約
２
年
間
、

美
術
ペ
ー
ジ
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
月
号
で
私
の
担
当
は

終
了
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
愛
読
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
国
内
で

も
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
北
九
州
の
ア
ー

ト
シ
ー
ン
、
ど
う
ぞ
引
き
続
き
ご
注

目
く
だ
さ
い
。

４
月
号
か
ら
の
「
美
術hiroba

」

は
北
九
州
市
立
美
術
館
本
館
及
び
分

館
の
連
載
が
始
ま
り
ま
す
。

「祐成政徳＋祐成勝枝　桃園オペラ」展
【会場】
Operation Table
八幡東区東鉄町８の18
【開催期間】
１月４日（日）～３月15日（日）
展覧会期中の土日のみオープン　平日は予約制
【開催時間】
午前11時～午後６時30分
【お問合せ】093（651）1215
http://operation-table.com/

Information
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３
月
、
文
学
館
で
は
二
つ
の
展
覧

会
を
同
時
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

一
つ
は
、「
北
九
州
と
３
・
11
―

ゆ
か
り
の
作
家
が
書
い
た
東
日
本
大

震
災
―
」
で
す
。
文
学
館
で
は
全
国

文
学
館
協
議
会
と
連
携
し
、
東
日
本

大
震
災
を
記
憶
に
と
ど
め
る
た
め
、

震
災
関
連
の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
東
北
地

方
を
襲
っ
た
東
日
本
大
震
災
は
、
津

波
、
原
発
事
故
を
引
き
起
こ
し
、
未み

曽ぞ

有う

の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で
繰
り
返
し
流
さ
れ
た
津
波

の
映
像
は
、
今
も
私
た
ち
の
脳
裏
に

焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
あ
の
日
か
ら

４
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
今
日
も
な

お
、
復
興
が
完
了
し
た
と
は
と
て
も

言
い
難
い
状
況
で
す
。

　

あ
の
日
、
東
北
で
起
こ
っ
た
圧
倒

的
な
破
壊
は
、
そ
れ
以
前
と
以
後
で

私
た
ち
の
世
界
を
一
変
さ
せ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
の
間
、
多
く
の
作
家

が
、
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
世
界
の
中

で
苦
し
み
な
が
ら
言
葉
を
紡
ぎ
、
表

現
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
北
九
州
ゆ

か
り
の
作
家
も
同
様
で
す
。
八
幡
生

ま
れ
の
作
家
・
村
田
喜
代
子
は
震
災

直
後
に
が
ん
を
患
い
、
放
射
線
治
療

を
行
っ
た
経
験
か
ら
「
ガ
ン
が
消
え

た
後
の
私
が
書
く
べ
き
も
の
は
、
原

発
と
放
射
線
治
療
と
い
う
奇
妙
な
取

り
合
わ
せ
し
か
な
か
っ
た
。」（『
光

北九州と３・11
 ―ゆかりの作家が書いた東日本大震災―

みずかみかずよ・西川幸夫
 『詩画集　ふきのとう』展

北九州と3.11
―ゆかりの作家が書いた東日本大震災―
【開催期間】3月11日（水）～31日（火）
【観覧料】無料

みずかみかずよ・西川幸夫
『詩画集　ふきのとう』展
【開催期間】3月11日（水）～4月12日（日）
【観覧料】無料
【開館時間】午前9時30分～午後6時（入館は
午後5時30分まで）
【お問合せ】北九州市立文学館　
093(571)1505

Information

文芸

村田喜代子『光線』
（文藝春秋　2012）

小泉武夫・黒田征太郎
『土の話』（石風社　2013）

みずかみかずよ

『詩画集　ふきのとう』（詩画集「ふき
のとう」刊行する会　2015）

線
』
あ
と
が
き
）
と
、小
説
『
光
線
』

（
文
藝
春
秋　

２
０
１
２
）
を
刊
行
。

ま
た
門
司
区
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
・
黒
田
征
太
郎
は
、
福
島
出
身

の
農
学
者
・
小
泉
武
夫
と
と
も
に
、

福
島
の
土
が
阿あ

武ぶ

隈く
ま

弁
で
放
射
性
物

質
を
扱
う
人
間
へ
の
強
い
憤
り
を
語

る『
土
の
話
』（
石
風
社　

２
０
１
３
）

を
著
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
北
九

州
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち
の
震
災
に
関

す
る
著
作
は
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
併
せ
て
、
全
国
の
他
の
文
学

者
が
書
い
た
作
品
も
手
に
取
っ
て
読

ん
で
い
た
だ
け
る
展
示
と
な
っ
て
い

ま
す
。
文
学
に
お
い
て
、
東
日
本
大

震
災
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
き

た
の
か
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
同
時
に

北
九
州
市
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き

た
被
災
地
支
援
の
状
況
も
パ
ネ
ル
展

示
し
ま
す
。
本
展
を
通
じ
、
４
年
前

の
３
月
11
日
に
、
思
い
を
寄
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
八
幡
生
ま
れ
の
詩

人
・
児
童
文
学
者
、
み
ず
か
み
か
ず

よ
（
１
９
３
５

－

88
）
の
展
覧
会
で

hiroba 稲　田　大　貴
北九州市立文学館　学芸員

Daiki Inada

ようこそ文学館へ

す
。
本
年
は
み
ず
か
み
か
ず
よ
の
生

誕
80
年
に
あ
た
り
、
西
川
幸
夫
の
挿

画
を
得
て『
詩
画
集　

ふ
き
の
と
う
』

が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念

し
て
、
詩
と
絵
の
パ
ネ
ル
の
他
、
原

画
や
か
ず
よ
の
直
筆
資
料
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。

　

み
ず
か
み
か
ず
よ
の
詩
は
「
ふ
き

の
と
う
」
や
「
金
の
ス
ト
ロ
ー
」
な

ど
が
小
学
校
の
国
語
教
科
書
に
掲
載

さ
れ
、
合
唱
曲
に
な
る
な
ど
、
広
く

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
や
わ
ら
か
く
、

生
命
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
詩
編
の

数
々
は
、
世
代
を
超
え
て
私
た
ち
の

胸
を
打
ち
ま
す
。
優
し
く
も
力
強
い

か
ず
よ
の
詩
と
、
西
川
幸
夫
の
淡
彩

画
の
共
鳴
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

「子どもと保育研究所ぷろほ」ホームページ

　
「
危
な
い
と
思
っ
た
ら
、
ア
ク
セ

ル
踏
ん
で
！
」

　

冒
頭
か
ら
な
に
を
剣け
ん
の
ん呑

な
、
と
思

わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
れ
は
、
私
が
尊
敬
す
る
イ

ン
プ
ロ
バ
イ
ザ
ー
（
イ
ン
プ
ロ
＝
即

興
演
劇
の
俳
優
）
の
言
葉
で
あ
る
。

演
出
家
で
も
あ
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
の
経
験
も
豊
富
な
彼
が
、

考
え
す
ぎ
て
自
由
に
表
現
で
き
て
い

な
い
参
加
者
に
投
げ
か
け
た
も
の
だ
。

稽
古
場
は〝
安
全
な
〞場
所
な
の
だ
か

ら
、
失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
、

と
い
う
意
図
な
の
だ
ろ
う
が
、
人
生

に
置
き
換
え
て
み
て
も
、
な
ん
だ
か

勇
気
の
出
る
、
実
に
奥
の
深
い
言
葉

だ
と
思
う
。

　

演
劇
は
人
の
心
の
動
き
に
関
わ
る

芸
術
だ
。
演
劇
に
関
わ
る
人
は
必
然

的
に
人
間
心
理
の
奥
底
に
触
れ
、
そ

れ
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
に
な

る
。
優
れ
た
劇
作
家
の
言
葉
に
、
人

の
心
に
響
く
も
の
が
多
い
の
は
そ
の

せ
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

つ
か
こ
う
へ
い
の
「
人
間
に
と
っ

て
大
切
な
の
は
、
何
を
恥
と
思
う
か

で
す
。」
や
、
井
上
ひ
さ
し
の
「
む

ず
か
し
い
こ
と
を
や
さ
し
く
、
や
さ

し
い
こ
と
を
ふ
か
く
、
ふ
か
い
こ
と

を
お
も
し
ろ
く
、
お
も
し
ろ
い
こ
と

を
ま
じ
め
に
、
ま
じ
め
な
こ
と
を
ゆ

か
い
に
、
ゆ
か
い
な
こ
と
は
あ
く
ま

で
も
ゆ
か
い
に
」
な
ど
、
い
ず
れ
も

座
右
の
銘
に
し
た
い
く
ら
い
深
い
。

　

も
う
一
つ
、
私
の
お
気
に
入
り
を

紹
介
し
た
い
。「
大
人
と
は
、
萎
縮

し
た
子
ど
も
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉

だ
。
カ
ナ
ダ
出
身
の
劇
作
家
、
演
出

家
で
、
今
や
イ
ン
プ
ロ
の
世
界
的
権

威
と
な
っ
て
い
る
キ
ー
ス
・
ジ
ョ
ン

ス
ト
ン
の
言
葉
で
あ
る
。
彼
は
言
う

「
子
ど
も
も
大
人
も
大
し
た
違
い
は

な
い
。
た
だ
、
萎
縮
し
て
い
る
か
し

て
い
な
い
か
だ
」
と
。

　

北
九
州
は
、
そ
の
キ
ー
ス
の
哲
学

を
実
践
し
て
い
る
活
動
が
活
発
な
地

域
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う

と
、
と
か
く
都
市
部
か
ら
の
ビ
ッ
グ

ネ
ー
ム
が
あ
り
が
た
が
ら
れ
る
傾
向

に
あ
る
が
、
実
は
、
地
元
に
も
世
界

基
準
の
演
劇
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
践
し
て
い
る
団
体
が
あ
る
。
こ
こ

で
も
何
度
か
ご
紹
介
し
て
い
る
、
ド

ラ
マ
に
よ
る
表
現
教
育
家
た
ち
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「D

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク

ram
atic D

デ
リ
バ
リ
ー

elivery 
N

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

etw
ork

」
も
そ
の
一
つ
だ
。

　

今
年
度
は
、
八
幡
西
区
の
黒
畑
小

学
校
で
、
演
劇
的
手
法
に
よ
る
自
己

表
現
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
授

業
を
行
っ
た
。
彼
ら
の
モ
ッ
ト
ー
は

ず
ば
り
「
子
ど
も
を
子
ど
も
扱
い
し

な
い
」
で
あ
る
。
プ
ロ
の
演
劇
人
や

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
本
気
で
小
学
生

と
創
作
創
造
を
行
う
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
、
こ
れ
も
名

言
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
子
ど
も
と
保
育
研
究
所　

ぷ
ろ
ほ
」

で
も
、
幼
児
教
育
に
演
劇
の
持
つ
力

を
生
か
す
た
め
の
理
論
と
実
践
を
学

ぶ
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
ぷ
ろ
ほ
」
は
、
九
州
大
谷

短
期
大
学
名
誉
教
授
の
山
田
真
理
子

所
長
が
中
心
と
な
っ
て
開
設
し
た
保

育
者
の
た
め
の
研
究
、
教
育
機
関
だ
。

よ
り
専
門
的
な
知
識
、
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
た
い
現
役
の
保
育
者
や
、
将

「演劇の力を教育に」

『やってみよう！　アプライドドラマ』表紙
図書文化社

来
の
園
長
候
補
が
自
ら
の
保
育
に
対

す
る
考
え
方
に
磨
き
を
か
け
る
目
的

の
た
め
に
、
日
本
全
国
か
ら
集
ま
っ

て
い
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
「
感
覚

統
合
」
や
「
保
護
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
な
ど
多
岐
に
渡
る
が
、
そ
の
中

に
「
ド
ラ
マ
ワ
ー
ク
」
と
い
う
授
業

が
あ
り
、
演
劇
的
手
法
を
使
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
自
己
表
現
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

教
育
と
演
劇
に
つ
い
て
書
き
始
め

る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
枚
数
が
尽

き
て
し
ま
う
の
で
、
興
味
を
持
っ
た

方
が
、
理
解
、
実
践
し
や
す
い
入
門

書
紹
介
で
拙
文
を
ま
と
め
る
こ
と
と

し
よ
う
。

　
『
や
っ
て
み
よ
う
！　

ア
プ
ラ
イ

ド
ド
ラ
マ
―
自
他
理
解
を
深
め
る
ド

ラ
マ
教
育
の
す
す
め
』（
著
：
ア
レ

ン
・
オ
ー
エ
ン
ズ
、
ナ
オ
ミ
・
グ

リ
ー
ン
／
訳
：
小
林
由
利
子
）
だ
。

こ
の
本
の
中
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
名

言
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
一
読
を

お
勧
め
し
た
い
。
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さ
な
が
ら
、
キ
ラ
キ
ラ
と
少
女
た
ち

の
心
を
引
き
つ
け
る
作
品
を
生
み
出

し
な
が
ら
、
50
年
と
い
う
歴
史
を
作

っ
て
き
ま
し
た
。

　
『
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
』『
別
冊
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
』
を
振
り
返
る
と
、「
別
マ

ま
ん
が
ス
ク
ー
ル
」
と
い
う
新
人
作

家
発
掘
の
た
め
の
制
度
が
あ
る
の
が

特
徴
的
で
す
。
投
稿
作
品
へ
の
丁
寧

な
指
導
が
行
わ
れ
、
こ
こ
か
ら
た
く

さ
ん
の
有
名
な
作
家
が
巣
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
テ
ー
マ
の
面
で
は
、
少
女

漫
画
に
欠
か
せ
な
い
恋
愛
も
の
だ
け

で
な
く
、
ユ
ニ
ー
ク
な
テ
ー
マ
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
土
田
よ

し
こ
『
つ
る
姫
じ
ゃ
〜
っ
！
』
な
ど

の
ギ
ャ
グ
漫
画
、
古
賀
新
一
な
ど
の

ホ
ラ
ー
漫
画
の
掲
載
も
あ
り
ま
し
た
。

　

北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
東
京
会
場
に
続
き
、「
わ
た
し
の

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
展
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
70
名
の
作
家
の
３
０
０
枚
以

上
の
原
画
を
基
に
、
そ
の
特
色
や
掲

載
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
出
展
予
定

の
作
品
は
『
エ
ー
ス
を
ね
ら
え
！
』

『
ア
タ
ッ
クN

o.1

』
な
ど
の
ス
ポ

ー
ツ
も
の
、
ド
ラ
マ
化
な
ど
メ
デ
ィ

ア
ミ
ッ
ク
ス
も
あ
っ
た
『
花
よ
り
男だ
ん

子ご

』『
イ
タ
ズ
ラ
なK

iss

』
な
ど
。

　

会
場
で
は
原
画
の
ほ
か
に
、『
ベ

ル
サ
イ
ユ
の
ば
ら
』
の
オ
ス
カ
ル
と

ア
ン
ド
レ
の
立
像
も
写
真
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
設
置
す
る
予
定
で
す
。
会
場

を
ゆ
っ
く
り
ご
覧
に
な
り
、『
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
』『
別
冊
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
』

が
持
つ
雰
囲
気
を
感
じ
取
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
初
期
は
、
わ
た

な
べ
ま
さ
こ
や
水
野
英ひ
で

子こ

、
西
谷
祥よ

し

子こ

や
本
村
三み

四よ

子こ

、
忠た

だ

津つ

陽
子
な
ど

が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

67
年
に
は
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
コ
ミ
ッ

ク
ス
も
作
ら
れ
、
読
者
の
楽
し
み
が

広
が
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
東
京
の
森
ア
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
50
周
年
を
記
念
し

た
展
覧
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

私
が
東
京
で
展
示
を
見
た
際
、
有

名
な
作
家
が
『
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
』

『
別
冊
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
』
で
い
か
に

多
く
活
躍
さ
れ
て
い
る
か
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。
中
で
も
池
田
理
代
子
の

『
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
ば
ら
』。
フ
ラ
ン
ス

革
命
と
い
う
歴
史
の
流
れ
に
の
み
こ

ま
れ
て
い
く
主
人
公
た
ち
に
感
情
移

入
せ
ず
に
い
ら
れ
な
い
、
こ
の
作
品

の
名
前
を
ご
記
憶
の
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

二
つ
の
雑
誌
は
少
女
漫
画
の
世
界

で
、
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
「
王
冠
」

　

皆
さ
ん
は
『
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
』

『
別
冊
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
』
と
い
う
少

女
漫
画
誌
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

２
０
１
３
年
、
集
英
社
か
ら
発
行

さ
れ
て
い
る
こ
の
２
誌
が
、
１
９
６

３
年
の
創
刊
か
ら
50
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　
『
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
』
は
漫
画
だ
け

で
な
く
、
芸
能
人
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

も
掲
載
し
た
総
合
少
女
週
刊
誌
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
創
刊
号
は

Ｐ
Ｒ
号
と
し
て
65
万
部
が
無
料
配
布

23 北九州市漫画ミュージアム

「わたしのマーガレット展」
 ～マーガレット・別冊マーガレット
 少女まんがの半世紀～

柴　田　沙　良学芸員 Sara Shibata

『マーガレット』創刊号（1963年５月、集英社）

『エースをねらえ !』
©山本鈴美香／集英社

わたしのマーガレット展
～マーガレット・別冊マーガレット　少女まんがの
半世紀～
【開催期間】３月14日(土)～5月17日(日)
【場所】北九州市漫画ミュージアム企画展示室
(あるあるCity5Ｆ)
【開館時間】午前11時～午後7時
(入館は午後6時30分まで)
【休館日】毎週火曜日(ただし3月31日、5月5日は開館)
【入館料】一般800円　中・高生400円　小学生200円
【常設展とのセット券】
一般1000円　中・高生500円　小学生250円
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　093（512）5077

Information

『花より男子』
©神尾葉子・リーフプロ
ダクション／集英社

『日々蝶々』
©森下suu ／集英社

『君に届け』
©椎名軽穂／集英社

『俺物語 !!』
©アルコ・河原和音／集英社
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